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資料５

付属されている主な装備品

可搬ポンプ積載車は、災害出場や各種警戒、広報活動等
を実施する時に使用しています。
車両には赤色灯やサイレンを装備しており、緊急走行が

可能です。
軽自動車であるため、消防隊のポンプ車等では進入でき

ない道路狭隘地域で発生した火災等においても、迅速で効
果的な消火活動を実施できます。

可搬ポンプ 可搬ポンプ積載車

消火関係

可搬ポンプは、Ｂ－２級消防ポンプで、
運搬車（台車）又は可搬ポンプ積載車に
積載してあり、６５ｍｍホース２０本、
放水用管そう２本、吸管等が装備されて
います。
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消火関係

種別 資器材 配置 特徴

救助
資器材

チェーンソー 各 ポ ン プ 震災時等に木材等を切断

切創防止用保護衣 各 ポ ン プ チェーンソー使用時に装着

携帯型油圧救助器具 各 分 団 倒壊建物からの救助や車両のドア解放等に使用

万能ハンマー
(ﾍﾞﾝｹｲ、ｽﾄﾗｲｶｰ)

各 ポ ン プ 機械が使えないような所での破壊活動に使用

簡易救助資器材 各 ポ ン プ バール、大ハンマー、鉄線鋏、鋸、ロープなど

フロートロープ 各 分 団 水面に浮き冠水時の避難誘導などに使用

救急
資器材

救急カバン 各 分 団 三角巾、包帯、マウスピース、ゴム手袋等

担架 各 分 団 折りたたむことができる担架

AED 各 分 団 負傷者が発生した際の応急救護活動に使用

感染防止衣 各 分 団 応急救護活動時の感染防止
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情報伝達機器

種別 配置 特徴・使用目的 写真

M C A無線機 分団長以上、消火班
特別区消防団専用無線通信機で、消
防団間のみの通信に使用する。

携 帯 無 線 機 分団長以上
同一の管轄である消防署隊と同じ署
活波が入る４００MHz帯無線機

受 令 機 分団長以上
東京消防庁警防本部（総合指令室）
からの災害情報を受信する。

トランシーバー 各分団に３機
災害活動や警戒活動における情報伝
達手段として使用

モバイル機器
(タブレット )

本団、分団
災害時の情報収集や情報共有、平常
時の訓練指導、オンライン会議、オ
ンライン講習等に使用
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照明関係・保護器具関係

種別 資器材 配置 特徴

照明
資器材

投光器 各 ポ ン プ
夜間の災害、警戒等で採光用として使用
投光器、発電機、三脚、コード

電光標示器 各 分 団
夜間の災害、訓練等で周囲を均一に照らすバ
ルーン型の投光器 発電機付

強力ライト 各 分 団 光の直進性が高い懐中電灯

ヘッドライト 各 団 員
保安帽、防火帽に取付けて夜間の活動において、
視線方向を照らすライト

保護
資器材

防塵メガネ 各 団 員
救助活動や応急救護活動や各種訓練時における
目の保護

防塵マスク 各 団 員 救助活動等における粉塵等の吸い込みを防止

救命胴衣 各 団 員 水防活動時等における安全確保

スノースパイク 各 団 員
降雪時の活動時に、長靴、編み上げ作業靴に取
付ける滑り止め
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照明関係・保護器具関係

種別 資器材 配置 特徴

その他の
資器材

非常用発電機 各 分 団 震災等で停電時に、分団本部に電気を供給

フローティング
ストレーナー

各 団
可搬ポンプの吸管に取付け、震災時の河川等の
自然水利からの吸水や水災時の浸水区域での排
水活動に使用

リヤカー 各 団 資器材の搬送等に使用

訓練用救急資器材 各 団 応急救護訓練や都民指導に使用


